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ん
だ
。
講
師
は
、
大
阪
大
学

大
学
院
教
授
（
顎
口
腔
機
能

治
療
学
）
の
坂
井
丘
芳
先
生

が
務
め
、
現
在
の
概
念
と
キ

ー
ワ
ー
ド
の
解
説
、
臨
床
術

式
の
紹
介
を
動
画
も
用
い
な

が
ら
分
か
り
や
す
く
講
演
し

た
。

２月度生涯研修講座

唾液腺マッサージの術式紹介
ドライマウスとアンチエイジング

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
１
日
、
２
月
度
生

涯
研
修
講
座
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
き
、
歯
科
医
師
ら
１

０
０
人
が
参
加
し
、「
ド
ラ

イ
マ
ウ
ス
へ
の
対
応
と
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
学
の
実
践

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
学

　

ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
を
訴
え
ら

れ
る
人
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
原
因
は
服
用
薬
物

の
副
作
用
や
筋
力
の
低
下
、

ス
ト
レ
ス
や
生
活
習
慣
病
に

加
え
て
、
加
齢
な
ど
が
複
合

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
の
原
因
へ
の
対

応
を
具
体
的
に
解
説
さ
れ

た
。
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
に
対
す

る
ケ
ア
と
し
て
、
良
く
噛
む

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
や
薬
に

頼
ら
な
い
生
活
な
ど
を
提
示

し
、
実
際
に
唾
液
腺
マ
ッ
サ

ー
ジ
の
術
式
も
紹
介
さ
れ

た
。

　

抗
加
齢
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
）
医
学
は
、
最
近
特
に

各
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
医
療
分
野
で
あ
り
、
健
康

と
若
さ
を
保
ち
な
が
ら
年
を

重
ね
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

医
学
と
定
義
さ
れ
る
。

　

歯
科
医
師
が
口
腔
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
に
は
、
①
歯

科
用
金
属
に
よ
る
、
重
金
属

汚
染
へ
の
対
応
②
抗
酸
性
物

質
の
口
腔
粘
膜
か
ら
の
摂
取

③
筋
機
能
療
法
に
よ
る
、
顔

面
口
腔
周
囲
筋
の
ト
レ
ー
ニ

⑥
医
科
と
歯
科
の
連
携
に
よ

る
、
抗
加
齢
医
学
の
実
践―

―

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
と
ま

ン
グ
④
口
腔
粘
膜
細
胞
を
用

い
た
、
生
活
習
慣
病
の
遺
伝

子
診
断
⑤
唾
液
分
泌
の
促
進

ぐ
に
役
立
つ
内
容
を
熱
心
に

聴
き
入
っ
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
西
川
眞
二
）

と
め
た
。

　

当
日
開
場
を
満
席
に
埋
め

た
先
生
方
は
、
明
日
か
ら
す

　

懇
談
し
た
民
主
党
の
藤
村

修
衆
院
議
員
は
、「
医
療
政

策
で
は
、
保
団
連
の
主
張
と

我
わ
れ
の
考
え
に
あ
ま
り
違

い
は
な
い
」
と
語
り
、
国
民

医
療
の
充
実
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
た
。

　

２
０
１
１
年
か
ら
義
務
化

さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
問
題
で
は
、
義
務

化
撤
回
を
協
会
・
保
団
連
が

求
め
た
の
に
対
し
、
藤
村
議

員
は
「
猶
予
期
間
が
必
要
」

と
し
た
も
の
の
、「
将
来
的

に
は
反
対
で
は
な
い
。
代
行

請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
良
い
」
と
の
立
場
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

藤
村
議
員
に
は
、
協
会
が

集
約
し
た
自
主
共
済
の
適
用

除
外
を
求
め
る
署
名
２
７
１

筆
を
託
し
た
。

◇　

◆　

◇

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】

（
民
主
・
衆
）
藤
村
修

【
秘
書
対
応
】

（
自
民
・
衆
）
井
脇
ノ
ブ
子

･

大
塚
高
司･

岡
下
信
子･

北

川
知
克･

竹
本
直
一･

谷
畑
孝

･

中
馬
弘
毅･

と
か
し
き
な
お

み･

中
山
太
郎･

中
山
泰
秀･

西
野
あ
き
ら･

原
田
憲
治･

松

浪
健
四
郎･

松
浪
健
太･

柳
本

卓
治
・
矢
野
隆
司
、（
参
）北

川
イ
ッ
セ
イ
、
谷
川
秀
善
、

（
公
明
・
衆
）
谷
口
隆
義
・

池
坊
保
子
・
北
側
一
雄
・
佐

藤
茂
樹
・
田
端
正
広
（
参
）

白
浜
一
良
・
山
下
栄
一
・
山

本
香
苗
、（
民
主
・
衆
）
長

安
豊
・
平
野
博
文
、
馬
淵
澄

夫（
参
）
梅
村
聡
・
尾
立
源

幸･

高
嶋
良
充･

辻
泰
弘･

藤

原
正
司
・
松
岡
徹
、（
共
産

・
衆
）石
井
郁
子･

穀
田
恵
二

・
吉
井
英
勝
、（
参
）山
下
芳

生
、（
社
民
・
衆
）辻
元
清
美

る
切
実
な
声
が
、
社
会
保
障

充
実
へ
の
大
き
な
世
論
を
呼

び
起
こ
し
、
政
府
方
針
か
ら

大
幅
な
譲
歩
を
引
き
出
し

た
。

　

社
会
保
障
費
２
２
０
０
億

円
の
削
減
は
、
小
泉
「
構
造

改
革
」
の
も
と
で
02
年
か
ら

強
行
さ
れ
、
７
年
間
で
削
減

さ
れ
た
社
会
保
障
費
は
１
兆

６
２
０
０
億
円
に
も
及
び
、

各
地
で
医
療
崩
壊
な
ど
の
大

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。

　

協
会
は
、
08
年
12
回
に
わ

た
っ
て
上
京
し
、
削
減
撤
回

を
求
め
て
国
会
要
請
や
集
会

な
ど
に
繰
り
返
し
取
り
組
ん

だ
。
昨
年
11
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
院
長
署
名
は
、
全
会

員
の
５
割
に
迫
る
１
８
３
５

筆
の
賛
同
を
集
め
、
そ
れ
を

国
に
提
出
し
削
減
撤
回
を
強

く
求
め
た
。
会
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
声
が
、
政
府
に
削
減

方
針
の
継
続
を
困
難
に
さ
せ

る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ

た
。

　

１
月
29
日
に
は
、
協
会
・

保
団
連
が
今
年
度
６
回
目
と

な
る
国
会
要
請
を
実
施
し

た
。
衆
議
院
で
09
年
度
予
算

案
の
審
議
が
始
ま
る
中
、
大

阪
選
出
の
国
会
議
員
に
対

し
、
社
会
保
障
費
抑
制
の
撤

回
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
、
新
保
険
業
法
に
お

け
る
自
主
共
済
の
適
用
除
外

な
ど
を
求
め
た
。
協
会
の
下

井
戸
昭
介
副
理
事
長
、
小
山

榮
三
理
事
・
相
談
役
、
古
田

光
行
、宮
本
辰
雄
両
監
事
、事

務
局
ら
７
人
が
参
加
し
た
。

い
て
、
２
０
０
９
年
度
の
削

減
額
は
実
質
２
３
０
億
円
程

度
に
と
ど
ま
る
見
通
し
に
な

っ
た
。
署
名
や
会
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
医
療
危
機
に
対
す

　

協
会
・
保
団
連
が
署
名
活

動
や
集
会
な
ど
に
取
り
組

み
、
国
会
要
請
を
重
ね
て
き

た
社
会
保
障
費
の
毎
年
２
２

０
０
億
円
削
減
の
撤
回
に
つ

　

政
府
・
財
界
が
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
義
務
化
を
強
引
に

進
め
る
理
由
は
何
か
。
表
向

き
に
は
、
医
療
費
の
効
率
化

を
掲
げ
て
い
る
が
、
実
際

は
、
自
ら
が
負
担
す
る
医
療

費
の
削
減
で
あ
る
。

　

保
険
者
は
基
金
な
ど
に
審

査
・
支
払
い
を
委
託
し
、
委

託
費
を
払
っ
て
い
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
を
導
入
す

る
と
、
委
託
費
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
る
。
ま
た
保
険
者
や

厚
労
省
は
、
レ
セ
プ
ト
の
中

協
会
政
策
部

検　

証

②

・
症
状
・
治
療
内
容
を
記
載

し
た
も
の
を
レ
セ
プ
ト
と
す

る
。

　

例
え
ば
、
現
在
、
義
歯
調

整
は
月
に
１
回
し
か
算
定
で

き
な
い
が
「
○
月
○
日
、
病

身
を
分
析
す
る

た
め
に
様
式
を

変
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

毎
日
の
診
療

に
つ
い
て
、
そ

の
日
ご
と
に
、

診
療
日
・
病
名

名
：
義
歯
不
適
・
再
診
40
点

・
調
Ｂ
70
点
・
困
難
時
加
算

40
点
」「
○
月
○
日
、
病

名
：
義
歯
不
適
・
再
診
40
点

・
調
Ｂ
０
点
」「
○
月
○

日
」
…
と
、
来
院
ご
と
に
、

そ
の
病
名
や
処
置
内
容
を
延

々
と
入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
詳
細
な
診
療

情
報
を
集
め
る
理
由
と
し

て
、
以
下
の
３
点
が
あ
げ
ら

れ
る
。

①
「
標
準
医
療
」
を
つ
く

り
、
保
険
点
数
を
圧
縮
す

る
。
歯
周
疾
患
な
ら
こ
の
程

度
の
日
数
で
、
こ
れ
く
ら
い

の
点
数
が
標
準
、
歯
髄
炎
な

ら
○
日
で
○
点
な
ど
と
い
う

具
合
で
、
患
者
や
疾
病
の
個

別
性
や
歯
科
医
師
の
裁
量
権

は
、
入
り
込
む
余
地
を
な
く

し
て
し
ま
う
。
た
だ
し
、
先

ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
「
包
括

点
数
」
と
な
っ
て
も
、
レ
セ

プ
ト
内
容
は
日
々
詳
し
く
記

載
さ
せ
ら
れ
る
。

②
レ
セ
プ
ト
内
容
か
ら
、
そ

の
医
療
機
関
の
特
徴
性
向
を

瞬
時
に
わ
り
出
し
、
審
査
・

指
導
に
あ
て
る
。

③
医
療
機
能
情
報
公
開
制
度

と
あ
わ
せ
、
○
○
歯
科
医
院

病
名
が
多
く
、
ど
う
い
う
処

置
を
し
て
そ
の
性
向
は
何

か
、
標
準
的
な
医
療
に
対
し

て
ど
う
い
う
性
向
が
あ
る
か

と
い
う
、
個
々
の
医
療
機
関

情
報
を
握
る
。

　

情
報
の
収
集
は
、
医
療
機

関
だ
け
で
な
く
、
患
者
情
報

に
ま
で
及
ぶ
。
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
る
医
療
の

「
デ
ー
タ
化
」
に
よ
り
、
あ

る
患
者
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
の

医
療
機
関
に
通
院
し
、
ど
ん

な
病
名
で
、
ど
う
い
う
症
状

で
、
い
つ
受
診
し
た
か
、
治

療
費
は
い
く
ら
か
か
っ
た
か

と
い
う
診
療
情
報
を
全
て
瞬

時
に
把
握
す
る
。
同
時
に
、

詳
細
な
患
者
情
報
漏
え
い
の

危
険
性
も
高
ま
る
。
医
療
に

関
す
る
患
者
の
詳
細
な
情
報

と
、
年
金
や
雇
用
・
資
格
の

有
無
等
か
ら
、
そ
の
人
の

「
社
会
保
障
カ
ー
ド
」
を
つ

く
り
、
生
涯
に
わ
た
る
社
会

保
障
個
人
会
計
で
管
理
し
よ

う
と
し
て
い
る
。 （
つ
づ
く
）

社会保障費
2200億削減

世
論
高
ま
り
大
幅
譲
歩

会
員
の
声
国
会
要
請
で
届
け
る

レ
セ
様
式
変
え
分
析
に
活
用

は
、
歯
科
医
師

○
人
、
歯
科
衛

生
士
○
人
、
院

内
処
方
か
院
外

処
方
か
、
ど
こ

の
薬
局
に
ど
う

い
う
処
方
内
容

で
、
ま
た
ど
の

効
率
化
で
は
な
く
医
療
費
削
減
目
的
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